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研究成果の概要（和文）：腎除神経群ではdb/dbマウスに比して経腹腔的ブドウ糖負荷(ipGTT)での耐糖能を改善
した。免疫組織学的検討では、SGLT2阻害薬の 投与で10週後の腎TUNEL染色陽性細胞数の減少を認め、細胞レベ
ルではアドレナリンのSGLT2機能亢進の関与が示唆された。Imegliminの全身投与は、GKラットの耐糖能を改善
し、インスリン第1相を増強していた。単離膵β細胞の検討ではミトコンドリアNAD+代謝を活性化し、TRPM2機能
を活性化し、膜電位を脱分極させていることが明らかとなった。TRPM2ノックアウトマウスではImegliminの上記
効果は減弱していた。

研究成果の概要（英文）：The renal denervation group showed improved glucose tolerance on 
transperitoneal glucose tolerance (ipGTT) compared to db/db mice. Systemic administration of 
Imeglimin improved glucose tolerance and augmented insulin secretion (first phase) in GK rats. In 
isolated pancreatic β-cells, Imeglimin activated mitochondrial NAD+ metabolism, TRPM2 function, and
 membrane potential depolarization, but these effects were attenuated in TRPM2 knockout mice.

研究分野：糖代謝
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研究成果の学術的意義や社会的意義
糖尿病状態(db/dbマウス)におけるSGLT2阻害や機械的除神経は高血糖の腎障害を軽減する可能性が示唆された。
またそのメカニズムの一旦に神経伝達物質アドレナリンによるSGLT2機能亢進の関与が考えられた。また膵β細
胞にNAD産生刺激をImegliminで行うと、グルコース濃度依存性インスリン分泌が亢進し、TRPM2チャネル活性化
が関与していた。腎交感神経活性化→腎SGLT2機能制御、腎細胞アポトーシスによる腎障害、imeglimin→NAD代
謝(膵β細胞)→インスリン分泌経路の存在が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年の研究で糖恒常性は容易に破綻しないように、神経によって肝臓、脂肪組織、膵β細胞にネ
ットワークが形成され密接な関連をもち維持されることが解ってきた。糖尿病における臓器間
連関では腎臓が悪くなると心臓が悪化し、その逆も起こり得る「心腎連関」という概念として知
られ、臨床上重要な介入点となっている。実際、近位尿細管 SGLT2阻害薬は 2型糖尿病患者の
血糖値を改善するのみならず、心不全死や糖尿病性腎症進展を抑制し、心腎保護作用が示されて
きている。我われはこれまでの研究で、Glucagon-like peptide-1(GLP-1)が非選択的陽イオンチ
ャネル transient receptor potential melastatin 2 (TRPM2)を活性化し、インスリン分泌を促進
するという新規のインスリン分泌経路を報告していた( Diabetes 2014)。これは ATP 依存性 K
チャネル(KATP)非依存性のインスリン分泌機構で、グルコースに対する膵β細胞の応答性を改
善する機構と考えられる。また他の TRPファミリーである TRPCも膵β細胞に発現し、中長鎖
脂肪酸受容体 Gタンパク共役型受容体(GPCR)刺激で開口し、グルコース濃度依存性インスリン
分泌を促進させていることを見出した(Sci Rep 2016)。不飽和脂肪酸のエイコサペンタエン酸
(EPA)を高脂肪高蔗糖食(HFHS)と共にマウスに給餌したところ内臓脂肪でのケモカイン
monocyte chemoattractant protein-1 の発現上昇→マクロファージの浸潤増加が判明し、マク
ロファージの極性変化が関与していた。脂肪細胞で熱産生関連遺伝子のmRNA上昇を認め、交
感神経系への影響が示唆された(Nutr Metab  2017)。さらにアドレナリンは膵β細胞αアドレ
ナリン受容体を介して、cAMP の膵島での産生を低下させ、GLP-1 によるインスリン分泌を抑
制することを見出した(Diabetes 2017)。さらにアドレナリンは単離膵β細胞を高濃度グルコー
ス環境にした際の脱分極と脱分極までの潜時延長を来すことが解った。すなわちアドレナリン
による交感神経ネットワークは生体内で糖代謝維持機構に深く関与していると考えられた。以
上のこれまでの研究背景から、神経伝達による腎・膵島ネットワークを介した糖恒常性の破綻と、
糖尿病の発症メカニズムの研究を行う事とした。 
 
 
２．研究の目的 
これまでの申請者らの研究の知見を基盤として、神経伝達よる腎・膵島ネットワークを介した糖
恒常性の破綻のメカニズムを解明することとした。具体的には腎臓における糖代謝維持と腎臓
交感神経の連関を、糖尿病モデル動物を用いて明らかにすること、糖尿病モデル動物への交感神
経遮断が腎臓神経ネットワークを介して膵β細胞インスリン分泌能・糖代謝、心臓・腎臓病態へ
どのような影響を与えるか検証することである。 
 
 
３．研究の方法 
野生型マウスまたは糖尿病病態マウス(db/db マウス)に腎臓除神経処置、あるいは薬剤投与によ
る薬理学的除神経を行ったマウス(野生型、db/db マウス)を 8-10 週飼育し、行動解析(体重変
化・摂餌量・尿量測定)、耐糖能解析(Oral Glucose Tolerance Test：OGTT、intraperitoneal 
glucose tolerance test：ipGTT、インスリン測定)を実施する。高血糖による臓器障害(糖尿病
合併症)へ与える影響の検討は心臓、及び腎臓で免疫組織学的手法(臓器線維化：マッソントリク
ローム染色、アポトーシス：TUNEL 染色評価)と尿中酸化ストレスなどで検討を行う。インスリ
ンなどの血清因子は ELISA などの kit で測定を行い、遺伝子発現は RT-PCR で解析を行う。 
糖尿病自然発症モデルとして普通食 Wistar ラット(コントロール)、普通食 Goto-Kakizaki ラッ
トを用いる。摘出膵臓を用いてインスリン・グルカゴン蛍光重染色および TUNEL 染色を行い、ラ
ンゲルハンス島の形態学的解析を行う。単離膵島実験：GKラット(5-8 週齢)からコラゲナーゼ法
を用いて、膵島、膵β細胞を単離しバッチインキュベーション法を用いて低グルコース
(2.8mmol/L)、高グルコース(16.7mmol/L)刺激でのインスリンを測定する。単離膵β細胞を用い
てパッチクランプ法によって細胞膜電位、電流(Perforated whole-cell clamped current)を測
定、-70mV に電位固定することで背景電流を測定する(KATP チャネルは 100μM トルブタミド存
在下で抑制された条件下で記録)。 
 
 
４．研究成果 
野生型(C57B6マウス)及び糖尿病病態モデルであるdb/dbマウスに普通食(MF)と SGLT2阻害薬混
餌投与を行って、10 週間飼育した。薬剤の腎作用を検証するために、両側腎の除神経手術を行
った。また薬理学的アドレナリン受容体遮断を行う目的で、ヨヒンビンを用いた。腎除神経群で
は db/db マウスに比して経腹腔的ブドウ糖負荷(ipGTT)での耐糖能を改善した。ヨヒンビンの前
投与も同様に ipGTT での耐糖能を改善した。血中カテコラミン、インスリン、グルカゴン、イン
クレチン等は B6マウス、db/db マウス、db/db マウス+SGLT2 阻害薬、db/db マウス(除神経)群間
で差を認めなかった。徐神経群、SGLT2 阻害薬介入群では無介入の糖尿病モデルマウスに比して
腎集合管と考えられる細胞の TUNEL 陽性細胞が減少していた。蛋白尿も介入群で減少傾向にあ



った。近位尿細管の SGLT2 の発現は野生型に比して糖尿病モデルマウスで増加しており、各種ア
ドレナリン受容体発現(mRNA レベル)も増加していた。しかし、薬剤介入群と非介入群間での
SGLT2 の発現、アドレナリン受容体の mRNA 発現には差異はなかった(糖尿病モデルマウス間で比
較)。心筋組織の組織学的検討(マッソントリクローム染)では、 SGLT2 阻害薬の投与は線維化面
積に有意な影響を与えなかった。糖尿病自然発症モデル動物でも検討を行うこととし、Goto-
Kakizaki ラットを用いた。ブドウ糖 2g/Body weight Oral Glucose Tolerance Test (OGTT)を
用いて血糖値、インスリン値の測定を行った。インスリン値は負荷前との比：Δ インスリン値
を算出した。5週齢では耐糖能障害を来さず、8週齢では OGTT 実施後血糖は上昇した。ブドウ糖
負荷後 5 分、15 分でのインスリン分泌は 8 週齢で低下しており、インスリン分泌第 1 相の低下
が示唆された。Goto-Kakizaki ラットよりランゲルハンス島を分離し、バッチインキュベーショ
ン法でインスリン・cAMP 分泌を評価した。5週齢では高グルコース刺激(16G)に対するインスリ
ン分泌は保持されていたが、８週齢で 10分刺激(インスリ ン分泌第 1相)、60 分刺激(インスリ
ン分泌第2相)共に低下していた。パッチクランプ法で膵β細胞膜電位、電流(Perforated whole-
cell clamped current)を測定し た。グルコース刺激に対する TRPM2 の電流密度は 5週齢では
高グルコース刺激(16G)で増加したが、8 週齢ではこの反応が有意に低下していた。一方で
Exendin4 による GLP-1 刺激を行ったところ、5週齢、8週齢において TRPM2 の電流密度の増加が
確認された。 単離ランゲルハンス島を用いて cAMP を評価すると、Wistar ラットでは低グルコ
ース(2.8G)に比して高グルコース下(16G)で cAMP が増加し、Goto-Kakizaki ラット 5 週齢でも
増加したが、8週齢で低下していた。 
db/db マウスに普通食(MF)と SGLT2 阻害薬混餌投与同様、DPP-4 阻害薬を投与し、10週間飼育し
た。DPP-4 阻害薬は db/db マウスの 10週後の耐糖能(2g/body OGTT)をほとんど改善しなかった
が、SGLT2 阻害薬は改善し、これは DPP-4 阻害薬の作用機序(内因性インスリン分泌残存を必要
とする)によると考えられた。除神経による短期的な耐糖能改善はみられたが、長期的には腎合
併症に有意な影響は与えず、より長期飼育が必要と考えられた。糖尿病自然発症モデル動物とし
て Goto-Kakizaki ラットを用いた実験を継続した。グルコース刺激に対する TRPM2 の電流密度
が糖尿病発症で低下していたため、TRPM2 のオープナーとして imeglimin を投与した。Imeglimin
が膵β細胞の NAD+産生増強を介してグルコース濃度依存性インスリン分泌を促進していた。
TRPM2 ノックアウトマウスで、TRPM2 阻害薬は imeglimin のグルコース濃度依存性インスリン分
泌が抑制された。野生型ラットより採取した単離膵β細胞において imeglimin は非選択的カチ
オンチャネル電流を増加させ、TRPM2 ノックアウトマウスで imeglimin はその増加は見られなか
った。腎交感神経活性化→腎 SGLT2 機能制御、腎細胞アポトーシスによる腎障害、imeglimin→
NAD 代謝(膵β細胞)→インスリン分泌経路の存在が示唆された。 
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